
第29回
市民の皆さんと市長との対話の場

毎月開催

5/24
2025年

5月11日の小金井市総合水防訓練の様子



「みんなのタウンミーティング」で
お聴きしたご意見・ご提案の取り扱いについて

みんなの
タウンミーティング その場で回答

ご意見・ご提案
として受け止め

持ち帰り調査・確認

今後の施策・事業展開・
事務執行において
参考にします

必要に応じて、
対応を検討＆協議します

①直近の庁議に
て共有
②緊急を要する
ものは担当に直
接連絡＆相談

※すべてのご意見・ご提案に対
し、具体的な対応をお約束する
ものではありません

改めて庁内
各部に向けて
イントラネットで
共有

いただいたご意見・ご提案とその場での
やり取りを「開催記録」として整理

市民向けに
HPにて公開
（参加者名は
匿名）

今後の市政運営・
施策展開の参考に
いたします

広く公開



本日の内容

◯ 市政TOPICS
◯ R7年度予算の概要について
◯ お知らせ
◯ 意見交換フリータイム



市政TOPICS



新庁舎＆福祉会館複合施設建設事業

・福祉のまちづくり拠点が市の中心部にできる
（保健センター・子ども家庭センター・福祉総合相談窓口）
・跡地活用、公共施設マネジメントをさらに進める
・大規模災害発生時の対策拠点となる
・職員のパフォーマンス向上＝市民サービス向上に直結
・抜本的な組織改正の実現 等

建設事業者の応募なく、再公告へ
TOPICS

この事業を進めることが市政進展へ繋がる

12月市議会定例会での予算可決を経て、1月中旬より
2月18日まで建設事業者募集を行いましたが、応募者
がなく入札は中止に。条件を整理をして、再公告中。



都市計画道路（優先整備路線）の独自検証を
踏まえての「総合的判断」→「撤回」について

TOPICS

小金井3・4・11号線小金井3・4・1号線

12/10の市議会建設環境委員会、12/24の都市計画審議会の意見を踏まえ、
検証結果報告をまとめ、2/17に本会議にて「市長報告」を行いましたが、自
然環境や生態系に関する専門家意見の引用及び手続きが不適切であった
ため、この「市長報告」は撤回いたしました。再整理を検討しています。



市立保育園の在り方検討委員
会からの答申を5/23に受領

TOPICS

9月の条例改正に向
け、市の方針改定に
取り組みます



資源物処理施設、竣工・稼働TOPICS



女性副市長を新たに選任TOPICS

東京都職員、福祉保健部・子ども家庭部を担当

5月13日の
市議会臨時会にて
選任の同意を得ました



R7年度予算の概要について



一般会計 ５２４億円
（前年対比３．２％減）

令和７年度予算案の概要

◎新たなステージへの移行にも留意しつつ、限りある全ての行政経営
資源の最大限の活用を基本とし、長期的展望に立った計画的かつ持
続可能な財政運営を推進するため、第５次小金井市基本構想の将来
像「いかそうみどり 増やそう笑顔 つなごう人の輪 小金井市」の実現
に向け、未来につなげるまちづくりを進める予算とする。

区分
令和７年度
（千円）

令和６年度
（千円）

増減
（千円）

増減率
（％）

一般会計 52,400,000 54,132,000 △1,732,000 △3.2

特別会計 24,067,593 24,271,715 △204,122 △0.8

公営企業会計 2,373,348 2,505,410 △132,062 △5.3

合計 78,840,941 80,909,125 △2,068,184 △2.6
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令和７年度予算案の概要

歳入区分 令和７年度（千円） 増減（千円） 増減率（％）

市税 23,648,006 1,255,389 5.6
地方譲与税・税連動交付金 4,024,001 213,000 5.6

国都支出金 18,984,546 △190,929 △1.0
繰入金 2,220,157 343,696 18.3
市債 1,042,800 △2,992,600 △74.2

歳出区分 令和７年度（千円） 増減（千円） 増減率（％）

総務費 6,075,990 1,289,217 26.9
民生費 28,028,251 1,497,144 5.6
衛生費 4,798,287 △5,363,128 △52.8
土木費 3,331,981 △522,620 △13.6
教育費 5,858,606 1,403,929 31.5
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◯ まちづくりの根幹となる
重要な計画等策定が目白押しの1年

R7年度
TOPICS

・第5次小金井市基本構想・後期基本計画
・（仮称）小金井市行財政改革２０３０
・公共施設の在り方・再編方針
・小金井市産業振興プラン
・（仮称）小金井市第7次男女共同参画行動計画
・明日の小金井教育プラン
・第5次小金井市生涯学習推進計画
・市立保育園の在り方検討

（例）



R7年度
TOPICS

（引用）小金井みんなの公園プロジェクト“play here” ― 令和６･７年度 整備計画（案）―

◯ インクルーシブデザインに配慮した
遊び場・菜園等を整備します 87,450千円



◯市公式ホームページのリニューアル

見にくさ、探しにくさ、使いにくさ等という課題を改善

◇災害発生時の迅速かつ継続的な情報提
供、変化に柔軟に対応し職員の負担軽減が
図ることができるホームページを目指す

デザイン及び機能等をリニューアル。利便性の向上、分かりやすく効果的な情報提供へ

◇ストレスなく、必要な情報に簡単かつ直
感的に辿り着くことができるような統一的
で親しみのあるデザイン及び情報設計

◇年齢や障害の有無等にかかわらず、全て
の利用者が支障なく閲覧できるよう、ウェブ
アクセシビリティの向上

【リニューアル実施時期】 令和８年２月

R7年度
TOPICS

15,306千円



新福祉会館内に開設される市民協働支援センターについて、市民協働支援
センター再検討委員会を設置し、令和８年度まで２カ年かけてセンターの機
能等について再検討を行う。

予定時期 実施内容

令和７年度（全４回） ・現答申の検討、課題の整理
・オンラインアンケート調査実施、結果の分析

令和８年度（全３回） ・将来像の検討、施策の検討
・検討結果をまとめた報告書作成

※学識経験者１人、ＮＰＯ法人関係者２人、市民協働推進委員会１人、
ボランティア関係者１人、市民活動団体１人、社会福祉協議会１人、職員
１人、公募市民２人

【スケジュール案】

平成２４年３月に小金井市市民協働のあり方等検
討委員会からいただいた答申書を基に、時代の
変化に合わせて見直しを図る

◯市民協働支援センター再検討事業R7年度
TOPICS 1,977千円

1,774千円（令和８年度債務負担行為）

市民協働支援センター再検討委員会委員 １０人

委員構成



◯ （仮称）気候市民会議を開催します

◯生ごみ資源化モデル事業をはじめます

【開催回数等】
令和７年７月～９月にかけて、月に１回程度、計３回を想定
【参加者人数】
約３０人（無作為抽出で選出された１６歳以上の市民）
※無作為抽出は令和７年度1,500人規模で実施予定
【取りまとめ報告】
令和７年１２月中旬公表

一般市民が気候変動等について話し合う会議体を設け、気候変動対策等に
ついて共に考え、意見を交換し、見識を深めることで、当事者意識の醸成や
行動変容につなげていく

家庭から排出される燃やすごみの約４０％を占める厨芥類（生ごみ等）の減量
及び資源化の拡充を目的として、家庭から排出される生ごみの戸別及び拠点
回収のモデル事業を展開する

4,351千円

5,595千円

戸別収集と拠点回収を収集範囲とするモデル事業を通じ、将来的な
収集範囲拡大に向けた課題抽出及びその解消策の検討を進める

R7年度
TOPICS

環境
都市基盤



※地元地権者の皆様による事業です

R7年度
TOPICS

環境
都市基盤

216,000千円

都市再開発法（昭和４４年法律第３８号）に基づく市街地再開発を推進するため、
再開発組合に対して、対象経費の３分の２を限度として補助金を交付

【計画内容】
◇施行者：武蔵小金井駅北口駅前東地区市街地再開発組合（予定）
◇面積：約0.6ha ◇総事業費：約360億円 ◇補助額：約58億円
◇整備内容：（延べ面積）南棟 約48,200㎡ 北棟 約3,400㎡

（主な用途）住宅、店舗、駐車場、自転車駐車場
（住宅戸数）南棟 約415戸

【スケジュール】◇組合設立：令和７年度 ◇工事：令和８年度から約３か年

◯武蔵小金井駅北口駅前東地区
第一種市街地再開発事業補助金



◯産後ケア事業の拡充

◯親子関係形成支援
（ペアレントトレーニング）事業

◯ 妊婦支援の事業

R7年度
TOPICS

増加傾向にある利用希望者にも対応するため、新規の宿泊型及び日帰り
型の実施施設の確保及び訪問型の新規実施により事業拡充を図る

28,345千円

＜日帰り型＞2ヶ所 →4箇所

＜宿泊型＞ 2ヶ所 →5箇所

＜訪問型＞※新設 4箇所

747千円

児童との関わり方や子育てに悩みや不安を抱えている保護者及びその児
童に対し、講義やグループワーク、ロールプレイ等を通じて、児童の心身の
発達の状況等に応じた情報の提供、相談及び助言を実施する。

【対象者】 原則３歳～小学校就学前の児童及び保護者
【実施回数】 １クール５回の連続講座（年間２クール実施）

低所得妊婦初回産科受診料助成事業 180千円
妊婦のための支援給付事業 125,872千円

子ども
教育



◯ GIGAスクール端末の更新

◯水泳指導委託事業

◯日本語指導補助員の増員

◯少年教育事業

R7年度
TOPICS

子ども
教育

小学校 224,310千円
中学校 124,617千円

R2年度に導入した児童・生徒１人につき１台のタブ
レット端末が５年間の耐用年数を迎え、経年による
劣化、故障などが散見されていることから、R7年度
中に、国の補助金を活用し、更新を行う 都道府県単位

での共同調達

3,150千円

外国籍の小中学生の増加に伴い、日本語を理解することができない
市立小中学校在籍の児童・生徒が早期に日本語を理解できるように
するための支援員を増員して配置する

令和６年度 令和７年度

実施学年 ４～６年生 １～４年生

実施単位 学年毎 学級毎

実施期間 ６～７月 ６～１２月

移動手段 市が借り上げる貸切バス 委託先所有の送迎用バス

3,776千円

児童の体力及び水泳運動能力を向上させるとともに、本市における持
続可能な水泳指導の在り方を検討する。

【対象】
本町小学校

１年生～４年生
約３９０人

177千円

①子ども体験講座 ②コミュニティリーダー養成講座
（貫井南分館／小学校１年生～中学校３年生まで ２０人） （公民館本館／中学校１年生～高校３年生まで １５人）



◯重層的支援体制整備事業はじめます

◯ 介護予防・フレイル予防関係事業

R7年度
TOPICS

①属性を問わない相談支援
②参加支援
③地域づくりに向けた支援」の３つの支援

以下の支援が相互に重なり合いながら、課題を抱えた方に寄り添い、伴走す
る支援体制を構築することで、地域共生社会の実現を目指す

を一体的に実施

支援が必要な方のニー
ズを丁寧に聞き取り、
社会とのつながりをつく
る参加支援や地域住民
同士の顔の見える関係

性を構築するための地
域づくりに向けた支援を
行う

自ら支援につながること
が難しい方や必要な支
援が届いていない方に
はアウトリーチ等により
本人との関係性の構築

に向けた伴走型支援を
行う

相談者の属性にかか
わらず包括的に相談を
受け止め、複雑化・複
合化した課題について
は、支援関係機関の連
携により支援を行う

福祉
健康 ●小金井さくら体操管理委託事業

●シニア運動教室委託事業

●シニア・プレシニアのための地域参加講座実施事業

3,810千円
4,246千円

21千円



◯公共施設LED化事業

◯ マイナンバーカード出張交付事業

R7年度
TOPICS

３７施設（小・中学校１２校、小金井 宮地楽器ホール、保健センター等）にお
いて照明機器（約１万６千台）の一斉ＬＥＤ化を行う

＜ＥＳＣＯ事業（自己資金型）により実施＞
⇒民間事業者のノウハウ及び技術力を活用し、より効率的な設備
の使用を進め、早期に電気料金、エネルギー使用量及び温室効果
ガス排出量の削減を図る。

マイナンバーカードの交付事務の一部を、庁舎外の公共施設で行うことによ
り、本人が市民課窓口に来庁せずに郵送でマイナンバーカードを受け取れ
るよう、令和７年７月から令和８年３月まで委託事業として出張交付を行う

窓口の混雑緩和を図るとともに、市民が自宅近くで
カードの受取手続を行えることで利便性の向上を図る

【開設場所】 公民館、集会施設、保健センター等の公共施設
【時期実施】 令和７年７月～令和８年３月

【開設日（予定）】 平日：週１回 土日：月２回

行政
運営

9,610千円

448,649千円
15,426千円（令和８～１０年度債務負担行為）



ご清聴ありがとうございました。

Challenge.

６月２日から
第２回市議会
定例会です


